




A part of Fieldnotes on the Great East Japan Earthquake（）























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「Collective behaviors and social organization : sociologi-
cal research on disaster（the case of rural communities
suffering from natural disasters in Vietnamese Central
Region）」となる。
ベトナム関連で言えば、２０１４年１１月には、ベトナム・
ハノイに集中講義に招かれた。ベトナム国家大学ハノイ
校の東洋学部・日本研究学科がこの１０年ほど、国際交流
基金のバックアップで日本研究集中講座を運営してい
る。一週間ほどの集中講義形式で、１１月初旬の大学文化
祭休講期間を利用して渡越した。集中講義のテーマは
「近現代日本における開発・復興と人々の生活の変容」
と設定し、「第１回：日本における都市化・郊外化・逆
都市化・再都市化」、「第２回：近現代日本における都市
開発」、「第３回：被災からの復旧・復興の道筋」、「第４
回：原子力災害への対応」を論じた。３０名強の学部授業
で受講生はほぼ女性で、日本語の理解力もすばらしく、
合わせて、授業補助についてくれた教員が適宜通訳とし
て参画してくれたことで、とてもスムーズに授業は進行
した。この授業内容の一部は、同大学の論集に寄稿した
（大矢根、２０１５d）。そして今年度４月からは、この受講
生の一人、Tran Thi Huyenさんが交換留学生として本
学に来て、私のゼミに所属し学んでいる。
そしてこれは例年のことだが、専大社会科学研究所の
積年のプロジェクトの経緯で、中国の北京日本学研究
センター
中心（大学院大学）を、今回は２０１５年３月に同大学院の
宋金文助教授を訪ねた。宋先生は、村落社会学をベース
に地域高齢者福祉論などを専門とするが、この数年は復
興研究に重点を置いていて、度々、東日本大震災の被災
地を訪ねている。同僚の嶋根克己教授がこの時期、セン
ターに派遣教授として赴任し教鞭をとっておられたこと
から、我々は嶋根先生の大学院授業にお邪魔することと
なった。今回、専大サイドからの参加者は専大・社会知
性開発研究センターの「ソーシャル・ウェルビーイング
研究センター」のメンバーで、筆者の他に、社会学科の
同僚で同 SW研の事務局長・金井雅之教授、同研究員・
PD矢崎慶一君、宮川英一君、であった。。
医療・看護関係
『シリーズ現代社会と看護（第一巻）』（中央法規、
２０００）において「阪神・淡路大震災～災害と病院 :救急
医療体制と院内看護～」を執筆した繋がりで、この編集
にあたっていた現・帝京大学医療技術学部看護学科長・
星直子教授よりお声かけいただいて、東日本大震災以
降・毎年、「災害看護」の授業の１コマを担当している。
今年度は１０月１５日（木）、「災害にのぞむ社会学的研究実
践―復興の諸相に対峙して―」と題して講義した。
３―３. 東日本大震災関連執筆原稿
東日本大震災に関連して２０１４年度末から２０１５年度秋ま
でに執筆・刊行された論攷を以下にあげておく。
◇大矢根淳、２０１５a、「東日本大震災・現地調査の軌跡・―」生活再
建・コミュニティ再興の災害社会学の研究実践に向けて（覚書）―」
『専修人間科学論集』Vo.５、No.２。
◇――――、２０１５b、「現場で組み上げられる再生のガバナンス―既定復
興を乗り越える実践例から―」清水展他編『新しい人間、新しい社会
―復興の物語を再創造する』（災害対応の地域研究シリーズ第５巻）
京都大学出版会。
◇――――、２０１５c、「小さな浜のレジリエンス―東日本大震災・牡鹿半
島小渕浜の経験から―」清水展他編『新しい人間、新しい社会―復興
の物語を再創造する』（災害対応の地域研究シリーズ第５巻）京都大
学出版会。
◇――――、２０１５d、「日本における災害復興の位相・実相と事前復興・
減災サイクル―「災害対策基本法」改正（２０１３）の視覚と諸論点を含
みつつ―」ヴォ・ミン・ヴ編『日本研究論集：災害と復興』世界出版
社（ハノイ）。
◇――――、２０１５e、「「復興－防災」連関の地域社会学的災害研究に向
けて：岩手県大槌町安渡町内会における津波防災計画づくりを例に」
震災問題情報連絡会編『東日本大震災研究交流会 研究報告書』。
◇中島正裕・川副早央里・塩田光・大矢根淳、２０１５、「宮城県石巻市に
おける仮設住宅団地の生活実態―東日本大震災発生から１年半後のコ
ミュニティに着目して―」『農村計画学会誌』（Vo.３４／No.２）。
以下、２０１５年１１月末日現在、校正中。
◇――――、２０１５（予定）、「復興政策」室崎益輝他監修『災害対応ハン
ドブック』法律文化社。
◇――――、２０１５（予定）、「環境と災害」篠原清夫編『大学生のための
社会学入門』晃洋書房。
注
１）授業シラバス参照のこと。http : //syllabus.acc.senshu−u.
110 大矢根 淳
ac.jp/syllabus/syllabus/search/SyllabusInfo.do?nendo=2015&
kogikey=35132&setti=1
事例としては（年によって異なるが）、アルメニア地震、
明治・昭和・平成三陸地震津波、関東大震災、東京大空襲、
沖縄戦、阪神・淡路大震災、雲仙・普賢岳噴火災害など。こ
れら自然・人為災害に加えて劇的な生活変容・生活再建を扱
う中で、ダム建設・集落移転、鉄道沿線開発、土地区画整理
事業、バブル期の地上げなど。
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